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.ィ
メド

行
行

発
発

学
課隊

務
朝

総

ユ 日月
集

毎

編

剛
謡
Ｈ
困
田
試

秋
晴
れ
の
中
、
２
０
０
５
年
度
秋
季
入
学
式
が
、

１０
月
１
日
①
午
前
Ю
時
３。
分
か
ら
本
学
６
号

館
大
講
義
室
に
て
挙
行
さ
れ
た
。

今
秋
の
入
学
者
は
総
貝
４８
名

（学
部
入
学
生
１７
名
、
大
学
院
入
学
者
６
名
、
留
学
生
別
科
入
学

生
２５
名
）
で
あ
っ
た
。

入
学
式
で
は
、
長
坂
信
夫
学
長

か
ら
、
入
学
許
可
に
引
き
続
き
、

「勉
学

。
研
究
に
邁
進
し
、

朝
日

大
学
で
の
学
生
生
活
を
有
意
義
な

も
の
と
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
の
告

辞
、
宮
田
侑
理
蓼
長

（赤
石
健
司

常
務
理
事
に
よ
る
代
読
）
か
ら
、

「第

一
に
、
自
ら
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

バ
リ
ュ
ー
を
高
め
る
よ
う
努
力
し

て
く
だ
さ
い
。
第
二
に
、
日
々
、

自
分
自
身
に
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
を

課
し
続
け
て
く
だ
さ
い
。
第
二
に

他
流
試
合
に
通
用
す
る
人
材
に
な

つ
て
く
だ
さ
い
。
第
四
に
、
常
に新たな気持ちを胸に入学の宣誓

創
意
と
工
夫
、
誠
実
さ
を
も

っ
て

全
て
の
こ
と
に
あ
た
っ
て
く
だ
さ

歯
登
医
師
の
臨
床
研
修
に
つ
い

て
は
、
２
０
０
６
年
４
月
１
日
か

ら
歯
科
医
師
法
の

一
部
改
正
に
伴

い
、
必
修
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
る

こ
れ
は
、
コ
診
察
に
従
事
し
よ
う
と

□

い
。」
と
の
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
、
学

．

部
入
学
生
代
表
、
大
学
院
入
学
生

代
表
、
留
学
生
別
科
入
学
生
代
表

か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ

「建
学
の
精

神
を
連
守
し
、
学
業
成
就
に
向
け

て
努
力
す
る
。」
旨
の
宣
誓
が
行
わ

れ
た
。

新
入
生
は
、
朝
日
大
学
で
の
新

た
な
キ
ャ
ン
パ
る
フ
イ
フ
に
、希
望

と
期
待
を
胸
に
膨
ら
ま
せ
て
い
た
。

す
る
す
べ
て
の
歯
登
医
師
は
、
臨

床
研
修
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
伴
い
本
学
歯
学
部
附
属

病
院
に
お
い
て
も
、
「朝
日
大
学
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ａ

（管
理
型
プ
ロ

グ
ラ
ム
こ

（定
員
６。
名
）
と

「朝

日
大
学
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｂ

（単

独
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
盆
吾
貝
７。
名
）

の
２
つ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
作
成

し
、

協
力
型
臨

床
研
修
施
設
８４

施
設

（附
属
村

上
記
念
病
院

・

附
属
Ｐ
Ｄ
Ｉ
歯

科
診
療
所
を
含

む
。）
の
由
差
里

，

続
き
を
８
月
末

に
行

っ
た
。

１０
月
９
日
０

と
１。
月
２９
日
①

に
は
、
受
験
者

（１
９
２
名
）

に
対
し
て
マ
ッ

チ
ン
グ
順
位
登

録
の
た
め
の
選

一

考
試
験
が
行
わ
れ
、
マ
ッ
チ
ン
グ

登
録
作
業
を
経
て
、

１２
月
１５
日
い

に
そ
の
結
果
が
発
表
さ
れ
る
。
今

後
、
こ
の
中
か
ら
第
９９
回
歯
科
睦

師
国
家
試
験
に
合
格
し
た
者
を
対

象
と
し
、
上
記
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
も

と
で
２
０
０
６
年
度
歯
登
医
師
臨

床
研
修
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。

歯科医師臨床研修がスター トする附属病院

おもな内容

機能評価施設に認定

日本生産管理学会が開催

オールデンタルで総合3位

UCLAと の新たな関係

２

３

４

５

ど

一　

一　

一　

一

な

自
民
党
が
総
選
「

挙
で
大
勝
し
た
。
・

与
党
が
３
分
の
２
・

を
上
回
る
議
席
を
・

得
て
し
ま

っ
た
。

・

し
ま

っ
た
と
書

い
・

た
の
は
、
野
党
第

・

・
一
党
の
民
主
党
と
総
得
票
数
で
・

・
は
１
対
１
・
３
で
あ
る
の
に
、

・

・
議
席
獲
得
数
で
は
２
・
５
倍
に
・

・
も
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
・

・
る
。
小
選
挙
区
制
の
怖
い
と
こ
・

・
ろ
で
あ
る
。
す
べ
て
の
選
挙
区
・

で
５．
対
４９
で
勝
て
ば
す
べ
て
の
・

・
議
席
を
獲
得
で
き
る
。
総
投
票
・

・
の
４９
％
が
死
票
と
な
る
。
い
わ
・

【
ゆ
る
浮
動
票
は
常
に
１０
数
パ
ー
・

・
セ
ン
ト
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
・

・
が
一
つ
の
方
向
に
流
れ
た
ら
簡
・

・
単
に
大
勢
は
決
し
て
し
ま
う
。

・

・
そ
し
て
今
回
は
も
っ
と
怖
い
こ
・

・
と
が
あ
る
。
参
議
院
不
一要
論
で
・

・
あ
る
。我
が
国
の
憲
法
は
、参
議
・

．
て
い
る
か
ら
現
状
で
は
発
議
は
．

．
難
し
い
が
。
数
の
呆
走
を
拶
十
．

．
す
る
た
め
に
置
か
れ
て
い
る
参
．

議
院
だ
が
圧
倒
的
な
数
の
前
に
．

．
は
良
識
の
府
も
通
用
し
な
く
な
．

．
る
恐
れ
が
あ
る
。
選
挙
後
の
世
．

．
論
調
査
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
．

．
速
崇
し
た
国
民
白
身
が
与
党
の
．

．
勝
ち
す
ぎ
に
異
を
唱
え
て
い
る
．

．
の
で
あ
る
。　
一
つ
だ
け
こ
の
選
．

．
挙
に
感
謝
し
て
い
る
。
ふ
だ
ん
．

あ
ま
り
注
視
さ
れ
る
こ
と
の
な
．

・
ｒ
螺
早
県
が
大
物
造
反
議
貝
対
．

．
刺
客
で
一
躍
有
名
に
な
っ
た
。
ぃ

ぃ
阪
神
の
優
勝
が
か
か
っ
た
大
阪
．

・
よ
り
も
、
万
博
の
名
古
屋
よ
り
．

．も
９
月
Ｈ
日
は
注
目
さ
れ
た
。
．

はなみずき
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ヽ

本
学
で
は
、
「地
域
と
共
に
歩
む

大
学
と
し
て
日
頃
の
研
究
成
果
を

社
会
に
還
元
す
る
。」
こ
と
を
目
的

に
、
１
９
８
７
一径
度
か
ら
日
常
生

活
に
身
近
な
話
題
を
テ
ー
マ
に
取

り
上
げ
、
公
開
講
座
を
開
講
し
て

お
り
、
既
に
地
域
社
会
に
定
着
し

た
講
座
と
な
っ
て
い
る
。

本
径
度
は
、
瑞
穂
市
総
合
セ
ン

タ
ー

（サ
ン
シ
ヤ
イ
ン
ホ
ー
ル
）

に
お
い
て
、
「食
と
健
康
」
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
と
し
て
地
域
住
民
を
は

じ
め
と
し
、
多
く
の
参
加
を
得
て
、

次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
た
。

〈
９
月
１７
日
０
〉

「が
ん
に
な
る
食
べ
物
、
な
ら
な
い
食
べ
物
」

峡
早
奎
を
票
毅
獲

一て
水
弘
之

「健
康
は
噛
む
こ
と
食
べ
る
こ
と
」

朝
日
大
学
歯
学
部
教
授
　
田
村
康
夫

〈
９
月

２４
日
①

〉

「生
活
習
慣
病
と
食
事
―
食
事
療
法
か

ら
維
簾
査
品
ま
で
―
」

朝
日
大
学
歯
学
部
教
授
　
渡
辺
郁
雄

「薬
食
阿
源
―
薬
膳
か
ら
健
康
を

老
え
や
止

呟
畢
今
年
金
剪
稔
一　
田
中
後
弘

な
お
、
講
義
は
、
専
門
釣
な
難

し
い
内
容
で
は
な
く
、
「食
と
健

康
」
を
テ
ー
マ
に
や
さ
し
く
分
か

り
易
い
ぬ
容
で
行
わ
れ
、
閉
講
式

で
は
２
日
間
の
全
講
義
を
受
講

し
た
７
２
５
名
に
対
し
て
、
長
坂

学
長
か
ら
受
講
証
書
が
交
付
さ

れ
た
。

県内第 1号の認定施設となつた附属村上記念病院

ユーモアたっぷりの清水岐阜大学名誉教授の講義

授
業
理
解
度
調
査
の

実
施
方
法
が
変
更

朝
日
大
学
村
上
一記
全
加
院
総
合

健
診
セ
ン
タ
ー
が
、
２
０
０
５
年

８
月
２４
日
付

「人
間
ド
ッ
ク

・
健

診
猛
護
灘
綿
評
価
施
誰

に
呟
早

県
内
初
の
施
設
と
し
て
認
定
さ
れ

た
。「人

間
ド
ッ
ク

・
健
診
施
設
機

能
評
国

と
は
、
日
杢
病
院
会
及

び
日
本
人
間
ド
ッ
ク
学
会
が
、
人

間
ド
ッ
ク
を
行

っ
て
い
る
医
療

健
ネ監
護
を
一婆
鳶
評
価
を
τ
つ

も
の
で
あ
り
、
健
診
施
設
の
質
の

改
善
を
促
進
す
る
た
め

コ医
療
機

関
の
組
織
体
制
」
「地
域
と
の
連

進
世
冨
共診
者
の
満
足
と
安
心
名
健

診
の
質
の
確
保
」
「健
全
な
運
営
エ

な
ど
、
全
１
８

基
準
を
満
た
し
た
施
設
に
つ
い
て

認
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

当
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
で
は
、

こ
れ
ま
で
予
防
医
学
と
し
て
疾
病

の
早
期
発
見
等
を
通
し
、
地
域
住

民
の
健
康
増
進
に
貢
献
し
て
き
た

が
、
受
診
者
の
方
々
が
よ
り
安
心

Ｆ
Ｄ
活
動
推
進
委
員
会
が
中
心

と
な
り
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
授

業
改
善
の
た
め
の
調
査

「授
業
理

竪
度
ア
ン
ケ
ー
ト
」
が
、
本
４
工度

は
、
従
来
の

「郵
送
に
よ
る
回
容

方
哉
ビ
か
ら
、
「各
授
業
時
間
中
に

回
答
す
る
方
式
」
に
改
め
ら
れ
、

・２
月
中
旬
か
ら
１
月
上
旬
に
か
け

て
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

ま
た
、
歯
学
部
で
は
こ
れ
ま
で
、

１
往茅
お
基
礎
教
育
奉
科
目
の
み

の
実
施
で
あ
っ
た
が
、
本
年
度
か

ら
は
、
原
則
と
し
て
、
全
学
年
、

全
授
業
科
目

（後
学
期
）
を
対
象

に
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

な
お
、

授
業
理
解
度
ア
ン
ケ
ー

ト
の
ほ
か
に
、
授
業
の
白
谷
及
び

方
法

の
改
霊
暑

図
る
た
め
の
取
組

し
て
質
の
高
い
人
間
ド
ッ
ク
を
受

診
で
き
る
よ
う
、
総
合
健
診
セ
ン

タ
ー
の
更
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の

為
に
機
能
評
価
を
こ
差
番
す
る
こ
と

と
な
り
、
実
地
調
査
等
の
結
果
、

岐
阜
県
内
の
第
１
号
認
定
施
設
、

全
国
で
は
６３
番
目
の
認
定
施
設
と

な
っ
た
。

現
在
、
当
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー

で
は
、年
間
１
０
、
１
０
０
名
を
越

え
る
三象
髪
ゐ
権
診
を
行

っ
て
お

り
、
健
診
の
質
と
澄
度
を
さ
ら
に

み
と
し
て
、
後
学
期
か
ら

「教
員

の
相
互
授
業
参
観
」
が
実
施
さ
れ

る
と
共
に
、
「
Ｆ
Ｄ
教
員
研
修
△
虚

の
開
催
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

高
め
、
灘
命
評

価
竪

狂
墾
区
と
し

て
ま
す
ま
す
向
上
し
、
少
し
で
も

多
く
の
方
々
の
病
気
の
予
防
、
発

見
に
役
立
ち
た
い
と
願

っ
て
い
る



(3)第 39号 ASAHI UNIVERSITY NEWS LETTER 2005年 11月 1日

よ嘲蜘腺畔崎，こ営學つ会卯麹攀燕一相一次一厳期弊障醇様∵産管跛
掛

大
学
院
経
営
学
研
究
科
同
窓
会

の
主
催
で
、
同
研
究
科
の
院
生
に

よ
る
研
究
発
表
会
と
懇
親
会
が
７

月
３。
日
ω
に
開
催
さ
れ
た
。
昨
年 協

替

ヽ
■
ヽ

…ふ攀
学内で開催された品質管理学会での 1コ マ

Ⅲ‐
瘤 L

ヽ

ヽ

ヽ

,

ー,

学
会
全
国
大
会
で
、
９
月
３

・
４

日

（土

・
日
）
に
名
古
屋
駅
前
の

愛
知
県
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
に
て

開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
２
０
０

名
を
越
え
、
初
日
に
は
、
本
学
経

ま
で
は
学
位
論
茎
番
査
に
合
格
し
、

学
期
末
に
修
了
が
予
定
さ
れ
て
い

る
院
生
が
対
象
で
あ

っ
た
が
、
今

回
は
後
輩
の
院
生
も
日
頃
の
研
究

成
果
を
発
表
で
き
る
よ
う
に
内
容

が
変
更
さ
れ
た
。
発
表
会
で
は
、

営
学
部
経
営
学
科
長
で
あ
り
、
こ

の
大
会
の
実
行
委
員
長
を
務
め
た

国
辞
英
雄
教
授
の
基
調
講
演
も
行

わ
れ
た
。
ま
た
、
二
日
目
に
は
、

本
学
経
営
学
研
究
科
の
院
生
に
よ

応
答
や
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
結
果

を
参
考
に
、
今
後
の
研
究
を
よ
り

発
展
さ
せ
、
ま
た
、
よ
り
良
い
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
よ

う
に
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

る
研
究
発
表
も
行
わ
れ
、
日
頌
の

研
究
成
果
を
全
国
各
地
か
ら
参
加

し
た
研
究
者
に
抜
露
し
た
。

二
つ
め
の
洋天
パ
は
、
日
本
品
質

管
理
学
会
の
第
７８
回
研
究
発
表
会

で
、
本
学
経
営
学
部
の
稲
吉
啓
講

師
が
キロ在
者
と
な
り
、
９
月
７
日

い
に
本
学
５
号
館
講
義
室
で
開
催

さ
れ
、
早
朝
か
ら
夕
方
ま
で
熱
心

な
≡緊
岬
が
続

い
て
い
た
。

各
院
生
の

発
表
内
容

や
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ

ョ
ン
に
対

し
、
事
前

に
配
付
さ

れ
た
チ

エ

ツ
ク
シ
ー

ト
を
用

い

た

聴

衆

（約
２。
名

の
院
生

・

教
員
）
に

よ

る

評

価

・
ア
ン

ケ
ー
ト
も

実
施
さ
れ

た
。
各
院

生
は
発
表

時
の
質
疑

研究発表が終り、懇親会でホッと一息

~7ノ

ラー」劃ヲジツ劃ジj

―――団囲制弱試含

田
■
田
函

回

囮

■

函
露図固

目

団

□園

冒

本
学
体
育

会
ホ

ッ
ケ
ー

都
が
、
岐
阜

県
グ
リ
ー
ン

ス
タ
ジ
ア
ム

で
来
日
中
の

マ
レ
ー
シ
ア

ナ
シ
ョ
ナ
ル

チ
ー
ム
と
の

国
際
親
善
試

合
を
行

っ
た
。

前
半
戦
、

本

学

ホ

ッ

ケ
ー
部
は
善

戦

（〇

一
２
）

す
る
も
、
後

半
戦
で
は

マ

レ
ー
シ
ア
ナ

シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
攻
戦
一カ

に
圧

倒
さ
れ
ゲ
ー
ム
は
終
了

（Ｏ

中
７
）

とし
か
し
、
こ
の
親
善
試
合
で
国
際

レ
ベ
ル
の
プ
レ
ー
を
体
感
す
る
こ

と
が
で
き
た
ホ

ッ
ケ
ー
部
長
は

今
回
の
工塁
重
な

経
験
を
生
か
し

気
持
ち
を
新
た

に
全
日
本
選
手

権
、
全
日
本
イ

ン
カ
レ
に
望
む

こ
と
と
な
る
。

近
い
将
来
、

晴
れ
の
国
際
舞

台
の
フ
ィ
ー
ル

ド
で
、
朝
日
大

学
の
ホ
ッ
ケ
ー

部
員
が
縦
横
無

尽
に
プ
レ
ー
す

る
日
が
来
る
こ

と

:

二■
ヽ
FI・  4 -

II.||― |

'「 ■|!■  F

ホッケーでは、的確でスピーディーなメヾスが求められる

田
■
■
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第
３７
回
全
日
本
歯
科
学
生
総
合

体
育
大
会

（通
称

中
オ
ー
ル
デ
ン

タ
ル
）
が
九
州
歯
科
大
学
の
事
務

主
管
に
よ
り
開
催
さ
れ
、
８
月
１２

日
の
閉
会
式
を
も

っ
て
征
鎌
基
い了

し
た
。
本
学
歯
学
部
は
、
全
国
の

国
公
私
立
歯
科
大
学

生
聖
γ
部
２９

枝
中
、
総
合
成
績
で
み
ご
と
第
３

位
を
獲
得
し
、
第
３５
回
大
会
の
準

優
勝
に
次
ぐ
好
成
績
を
収
め
た
。

本
学
歯
学
部
は
、
競
技
が
行
わ

れ
た
２５
部
門
の
う
ち
、

２。
部
門
に

出
場
し
、
特
に
、
バ
ス
ケ
ツ
ト
ボ
ー

ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
が
部
門
別
で
優
勝
。
ゴ
ル
フ

が
２
位
。
ラ
グ
ビ
ー
、
ア
メ
リ
カ

ン
フ
ツ
ト
ボ
ー
ル
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、

陸
上
競
技
が
３
位
。
サ
ッ
カ
ー
が

５
位
の
上
位
入
賞
を
果
た
し
、
好

成
績
に
大
い
に
貢
献
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

共
用
試
験
の
実
施
や
試
験
日
程

の
拡
充
な
ど
≧
掌
白
君
が
運
密
に

な
る
中
で
、
こ
の
成
績
を
収
め
た

こ
と
は
大
い
に
賞
賛
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。
オ
ー
ル
デ
ン
タ
ル
で
も

国
家
試
験
で
も
好
成
績
を
維
持
す

る
こ
と
は
大
変
難
し
い
も
の
で
あ

る
が
、
こ
れ
を
続
け
る
こ
と
で
学

内
全
体
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高

ま
り
、
や
が
て
伝
統

へ
と
育
ま
れ

て
い
く
こ
と
と
な
ろ
う
。

富

‐
　
‥

′

堂々の総合成績 3位を学長、副学長に報告

体 育 会 強 化 種 目渚 動 状 況

クラフ名 大   会   名 開 催 日

撲本目

西 日 本 学 生 選 手 権 大 会 6月 5日 団 体 5 位

西 日 本 学 生 相 撲 個 人 体 重 別 選 手 権 大 会 9属 4日
85kg未満 級

檬 勝 惣 崎 功 太 経営 3年 )

準 優 勝 海 内 信 宏 (経 営 4年 )

3 位 沖 本  充 (ッ去 ]年 )

ll イ墨 勝 4

]35kg 子́優 勝 白塚 元 久 (法 3年)

卓 球

第 76回 全 日本 大 学 対 抗 卓 球 選 手 権 大 会 8月 4日 ～ 8月 7日 団 体 3  れ立 (2年連 続

東 海 学 生 卓 球 秋 季 リー グ 戦 3月 27日 ～ 8月 30日
女 子 ]音Бリー グ 優 勝 (3連覇 )

男 子 3部 優 勝 2部昇 格

柔  迫 (女子 )

全 日本ジュニア女子柔道体重別選手権大会東海地区予選会 7月 10日 63kR級 優 勝 ]

第 22回 東 海 学 生 女 子 柔 道 体 重 別 選 手 オ経大 会 9月 4日

48kg級 準 優 勝 黒 田 優 子 (ン去 3年)

52kg焔及
イ碁 勝 三 浦  愛 4

奉 優 勝 木 村  瞳 (法 ヨ年 )

63kg級
優 勝 田 羨」ひ とみ 3

準 倭 丹券 杉 野 友 紀 (労 ]

70kg子扱
優 勝 絹 谷 里 奈 (情報 管 理 2年)

3  れ立 宮 下 輝 美 3

78kg級 3  (立
古 室 咲 江 (法 2年)

神 谷  舞 (1青 報 管 理 3年 )

78kg超ィ汲 S  t立 黒 木 久 仁 子 (′去 2年)

フエンシング

第 45回 中 日本 フ エ ン シ ン グ 選 手 権 大 会 6月 12日
女 子 フル ー レ 拳 握 月メ券 伊 藤 美 咲 ( 開 管 理 2年 )

男 子 フル ー レ 3  0立 斎 藤  有 (経常 3年 )

キューバ国際大会 6月 15日～ 28日 サーブル個人 準 優 勝 4

ユ ニ パ シ ア ー ド競 技 会 8月 12日～ 19日
団 体 日 本 ) 銀メダル

サー フル 個 人 10  ね立 中 山 セ イ ラ (情報 管 理 4年 )

父」 道

東 海 学 生  女 子 学 生 剣 道 優 勝 大 会 9月 11日
男 子 団 体 俸 R券 (初篠 日券 !

女 子 団 体 3 位

東 海 学 生  女 子 学 生 剣 道 新 人 選 手 権 大 会 9月 ]8日
男 子 団 体 ベスト8

女 子 団 体 準 櫻 ∫,春

本  ッ ケ 西 日本 学 生 ホ ッケ ー 選 手 権 大 会 9月 9日～ 11日 3 位

硬 式 庭 球 東 疱 学 生 対 抗 テ ニ ス リー グ戦 6月 25日 ～ 7月 23日 4きる 優  勝

自 転 尊 競 技

第 6]回 全 日本 大 学 対 抗 選 手 権 大 会 8月 25日 ～ 8月 28日

総 合 5 位

タンデムスプリ
ン ト 準 優 勝

驚 原 大 直 (情報 管 理 1年 )

高 木 健 也 (ビ ジ ネ ス 企 画 1年 )

ポイン トレース 3 位 柴 田 一 樹 ( 径菖 ]年 )

RkmTT 3 位 後 藤 彰 仁 (経 営 2年 )

4 knnTP 3  や立

増 田 智 仁 (法 2年 )

中 島 不B夫 (経 営 2年 )

和 田 昌 也 (経 自 ]年 )

菊 池 誠 晃 (情 報 管 理 1年 )

2006全 日本 学 生 自転 車 競 技 新 人 戦 西 日本 大 会 9月 25日

スプリン ト 優 勝

]klコTT
優  勝 後 藤 彰 仁 (経営 2年)

2  ね立 村 松 俊 弥 経 営 1年 )

3  4立 中 島 和 夫 (経営 2年 )

4 knれ IP 準 優 勝 菊 池 誠 晃 報 管 理 ]年 )

ケイリン
優  勝 山 田佳 奥 (情報 管 理 ]年 )

3 位 1

ポイントレース 優 勝 柴 田 -40す (経富 1年 )

西 日本 学 連 最優秀新人賞 柴 圏 一 樹 (経営 1年 )
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歯
学
部

を芹

石

何

の
学
笹

器
写
毎
飾
軽
件

外
研
修

（派
遣
）
が
、
夏
一李
体
暇

を
利
用
し
実
施
さ
れ
た
。

周
知
の
と
お
り
、
今
年
春
、
中

そ
の
た
め
、
大
学
側
と
し
て
は
北

ス
ピ
ー
チ
コ
ン

テ
ス
ト
が
行
わ

れ
た
。
例
年
と

異
な
り
、
今
回

は
ス
ピ
ー
チ
の

部

（１２
名
）
と

デ
ィ
ベ
ー
ト
の

部

（４
名
）
に

分
か
れ
て
実
施

さ
れ
た
。

ス
ピ

ー
チ
の

部
は
、
本
大
会

始
ま

っ
て
以
来

最
高
レ
ベ
ル
の

戦

い
で
あ

っ
た
。

こ
れ
は
審
査
員

全
員

一
致
で
認

め
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

身

鋼
期
中殺
朋
側
纏
神魏
鰹
才

孝

きずなをよリー層深めた短期海外研修

一爪
大
学
お

よ
び
第
四

異
医
大
学

と
の
交
流

が
問
題
な

く
行
え
る

か
、
大
変

心
配
し
た

が
、
両
大

学

の
間
に

は
全
く
わ

だ
か
ま
り

す
ら
感
じ

る
こ
と
な

く
ス
ム
ー

ズ
に
進
み
、

北

京

グ

ル
ー
プ
は

７
月
２７
日

か
ら
８
月

３
日
ま
で
、

第
四
星
医

大

学

グ

ル
ー
プ
は

７
月
３．
日

か
ら
８
月

７
日
ま
で

の
研
修
日

と 関ヽ|

1

晩
朝
日
大
霊
堅
昼
す
務
所
に
お
い

て
、
か
ね
て
か
ら
準
備
が
進
め
ら

れ
て
い
た
、
カ
ル
フ
オ
ル
ニ
ア
州

立
大
学
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
校

（ｕ

Ｃ
Ｌ
Ａ
）
歯
学
部
と
の
新
し
い
経

は
、
時
間
的
余
裕
を
持
っ
て
こ
の

国
墜
父
流
に
参
加
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
が
、
参
加
学
生
か
ら
は

科
医
師
）
の
育
成
は
、
社
会
に
と

っ
て
、
歯
科
医
療
に
と
つ
て
、
歯

学
教
育
に
と

っ
て
大
き
な
意
味
を

持
つ
も
の
で
あ
り
、
こ
の
国
墜
父

流
が
安
全
に
継
続
で
き
る
世
界
的

な
平
和
を
望
む
。

人
生
を
変
え
る
か
も
し
れ
な
い
刺

激
を
受
け
た
。」
と
の
声
も
開
け
、

そ
の
成
果
は
絶
大
で
あ

っ
た
よ
う

だ
。国

際
感
覚
を
持

っ
た
人
材

盆
凶

済
協
力

「教
育
交
流
フ
ァ
ン
ド
」

設
立
の
調
印
式
が
行
わ
れ
た
。
宮

田
侑
理
事
長
の
満
面
の
笑
み
、
Ｕ

ｃ
Ｌ
Ａ
歯
学
部
長
句
【
ｏ
´

Ｚ
ｏ
‐

■
〓
①
刊
鰤
４
ズ
と
の
回
い
握
手
、

ベ

な
戦
い

―
第
К
Ｉ回
群

―国
高
疲
生
唱

‐
本
需
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
ー

９
月
２３
日
、
韓
円
同
徳
女
子
大

学
校
に
お
い
て
、
高
校
生
に
よ
る

そ
れ
ら
す
べ

て
が
、
新
し

い
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ

と
の
よ
り
親

密
な
関
係
の

ス
タ
ー
ト
を

物
五
喝

て
い

る
。本

学
と
Ｕ

Ｃ
Ｌ
Ａ
と
の

交
流
は
、
１

９
９
２
年
に

文
化
学
術
交

流
協
と垂

日
の

締
結
に
始
ま

り
、
今
で
は

国
際
交
流
部

門
、
生
涯
研

修
部
門
と
、

朝
日
大
学
及

び
明
海
大
学

歯
学
部
が
日

本

の
首
字
部

に
先
駆
け
、
新
し
い
時
代
の
歯
学

部
を
構
築
す
る
上
に
お
い
て
、
大

き
な
役
割
を
担
う
部
門
と
し
て
交

流
が
継
続
さ
れ
て
き
た
。

今
回
の
調
印
は
、
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
と

続
い
て
行
わ
れ
た
デ
イ
ベ
ー
ト

の
部
も
血
谷
の
充
実
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
１
位
、
２
位
の
生
徒
は

完
全
唇
ア
ー
マ
、
山
容
を
理
解
し

て
日
本
語
を
自
由
に
駆
使
し
て
い

た
。
コ
ノヽ
テ
ス
ト
終
了
後
、
話
を

し
た
が
、
普
通
の
日
杢
主巾を
喋
る

明
海
大
学
、

朝
日
大
学
と
が
永
久

的
に
強
い
経
済
支
援

の
も
と
密
な

関
係
を
維
持
す
る
た
め
の
も
の
で

こ
れ
に
よ
っ
て
、
人
の
入
れ
替
わ

思
わ
ず
舌
を
巻
い
た
。

今
年
は
、
新
し
い
試
み
と
し
て
、

コ
ン
テ
ス
ト
の
前
に
日
本
の
落
語

家

（本
人
は
在
日
三
世
）
に
よ
り
、

韓
国
語
に
よ
る
落
語
が
披
露
さ
れ

た
が
、
満
員
の
高
、
大
学
生
に
大

受
け
で
あ
っ
た
。
こ
つ
い
う
支
花

交
流
も
い
い
。

り
、
時
代
の
変
化
が
あ
っ
た
と
し

て
も
、
３
大
学
の
関
係
は
揺
る
ぎ

な
い
も
の
に
な
っ
た
。

固い握手、滴面の笑みで新しい関係がスタート

レヅ

匙
スピーチの部1位のテーマは「キムチの妙味」
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１。
月
Ｈ
日
い
、
Ｊ
Ｒ
媒
呈
駅
ア

ク
テ
イ
ブ
Ｇ

「
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
」
及
び
ぱ
る
る
プ
ラ

ザ
に
お
い
て
「講
演
と
懇
親
の
ハ
至

が
開
催
さ
れ
た
。

同
会
は
、
本
学
学
生
の
就
職
対

こ

熱心に講演に耳を傾ける人事担当者の方々
工
．

今
秋
、
留
学
生
別
科
で
は
中
国

か
ら
２５
名
の
新
入
生
を
迎
え
た
。

１。
月
１
日
に
学
部
生
と
と
も
に
入

】革

ぞ

咎

え
た
別
科
生
に
、
日
本

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
は
や
く
朝

日
大
学
に
慣
れ
親
し
ん
で
も
ら
お

瑚固
ようも

D

策
の

一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
る
行

事
で
、
企
業
の
人
事
採
用
担
当
者

:∫

i

を
招
き
日
頃
の
支
援
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
一仝
写
と
の
よ
り

一
層
の

交
流
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
〔

本
年
は
各
企
業
か
ら
、
愛
知
県
、

Ｌ
早
県
を
中
心
に
、
お
お
よ
そ
１

５
０
名
の
人
事
担
当
者
の
参
加
を

い
た
だ
い
た
。

今
回
の
講
演
テ
ー
マ
は

「個
人

情
報
保
護
と
企
業
戦
略
」
で
、
本

学
法
学
部
の
齋
藤
康
輝
助
教
授
の

実
例
を
挙
げ
た
タ
イ
ム
リ
ー
な
講

演
に
、
企
業
担
当
者
は
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
た
。

講
演
会
終
了
後
は
、
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
、
参
加
者
と
本
学
教
職

員
と
が
学
生
の
現
状
や
、
企
業
の

採
用
状
況
、
卒
業
生
の
近
況
な
ど

に
つ
い
て
の
情
報
交
換
が
活
発
に

行
わ
れ
た
。

つヽ
と
、
６
口τ

館
学
生
食
堂

で

「解
畢
）生

別
科
１０
月
入

学

生

歓

迎

パ
ー
テ
ィ
ー
」

が
開
か
れ
た
。

歓
迎
パ
ー

テ
ィ
ー
で
は
、

長
坂
学
長
は

じ
め
と
し
て

学
内
の
教
職

員
が
多
数
出

席
し
、
新
入

生
を
あ
た
た

か
く
迎
え
た
。

は
じ
め
は
緊

張
し
て
い
た

新
入
生
た
ち

も
、
歓
迎
の

挨
拶
、
乾
杯

の
発
声
が
終
わ
り
、
パ
ー
テ
イ
ー

が
す
す
む
と
、
出
席
者
や
別
料
の

先
輩
と
に
こ
や
か
な
表
情
で
、
す

こ
し
た
ど
た
ど
し
い
会
話

（日
本

五
∪

で
は
あ

っ
た
が
、
楽
し
く
歓

談
し
て
い
た
。

希
望
に
満
ち
た
新
入
生
た
ち
は
、

今
後
１
年
間
留
学
生
別
科
で
学
習

す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
学
を
は
じ

め
と
す
る
大
学
及
び
大
学
院
に
進

学
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。

みんなで一緒にガンバリます I

穂積キャンパス正門の日―タリー化 (出口専用)工事が完了 サンライズ喫茶リニューアルオープン (3号館)

刺日」先掌が少し鋤 り醐し地9
4


